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pdaaaand fadar aapaatdak dapaatb pb qaab
幾らかは静かになったが遠い農地は成長を強めた。
沢山の国には流れ者は少なかった。

nadaqaab qaadaum kdar nadaqaadak bqaab sardazi
自立的でない小さな家で、周りの農地は自立心が強く無く、
今後のボスの仕事であった。

dafaab aadata sand nadafdaum bfdaum sand
長期間の間国土に豊かな家はなく、新しい家の国土になつた。

bfaa aafab nadafdaum sand sand
新しく合流し豊かでない家が次々と国土になった。

nadafaab nadafttb sand sdafb nadaf
長期間ではないが、貧しくない国には、国土に争いが集まり豊かでなかった。

baadab qaadar fadaum aadafab k
まとまった人々は小さい農地で、遠い家であり、他の遠い人の後であった。

baadar aaand fadar
まとまった農地は納まったが遠い農地であった。
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fdab faatb nadasaadaum nadaqaak sazi
遠い人々は良い国で、出入りの無い所有家は自立的で無かったが、
後には集まることができた。

baadar daqb aadar bfaum aadaum daqb ssdar
まとめた農地は支配し、幾らかの農地は新しい希望となった。
幾らかの家は支配され、農地が次々と集められた。

sand aadar sand nadaqdar b daqaaad
国土の幾らかの農地の国土は無自立農地で、(他)人は自立的な助言をした。

nadafdaum sar daqaadar sand fadar dafazi
豊かでない家のボスは自立的な農地で、国土は遠い農地だったが、豊かになれた。

dafaa daqaadasbab sand dar dafand sair
長期の自立的な出入りの領土は、国土や農地は年上に輝きがあった。

bttk bqaadaum dafb bfdar bfar bfaadar bfand
人の決りは古い家では争いだった。新しい農地や新しい土地では、
新しく(決り)はあるが。

dafaadaum aatand fadaum
長期の家を加えたが、遠い家であった。


